
12月定例会

休園中の遊亀公園附属動物園で元気に過ごしている動物たち

市議会
だより
― 2024.2.1 No.220 ―

甲
府

市民と議会の交流会を
開催しました！

日本に
一つしかない舞！
天津司舞

コラム



　山梨英和中学校・高等学校におじゃまさせ
ていただき､15名の生徒や学生の皆様と環境
水道委員会の委員を中心に「地球温暖化対策に
ついて」をテーマに意見交換を行いました。

山梨英和中学校・
　　高等学校生徒、
山梨大学学生

を開催しました!
　甲府市議会では、皆様の意見をもとに議会内で研究し、政策提言につなげてい
くため、11月7日に山梨英和中学校・高等学校の生徒と山梨大学の学生の皆様、
11月28日に甲府商店街連盟の皆様と交流会を開催しました。

　中心市街地で店舗等を経営されている 19
名の皆様と経済建設委員会の委員を中心に
「中心市街地の活性化について」をテーマに
意見交換を行いました。

甲府商店街連盟

市民と議会の交流会

・電気自動車のメリット、購入補助制度の周知
・ポイント制度によるエコ活動の習慣化
・マイボトルの利用促進への取組
・環境意識を高められるような教育の推進
・SNS等の情報媒体による若い世代への啓発

など

主な意見

・各店舗の魅力等を掲載した商店街マップ
の作成

・核となる施設による中心市街地全体の集客
・各商店街の活性化に有効だった取組に関
する情報の中心市街地全体での共有

・クリーンなまちづくりの推進
・植栽等による景観づくりや、夜間も明るく
するなどの安心できる環境づくり

　など

主な意見
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におじゃましました‼ちびちびひろばちびちびひろば
“こども育むまち” を応援する

※参加は予約制のため、事前に甲府市立図書館（055-235-1427）へお申し込みください。

マスコットのくまさん

とにかく楽しいのが一番 !
　子どもにとってふれあうこと、言葉を
かけてもらうことが大切です。子どもた
ちは愛情を感じとり、安心してすくすく
育っていきます。０歳～３歳くらいの聴
く力が旺盛な時期に美しい言葉や楽しい
リズムをたくさん聴いてほしいです。親
子でゆったりと心ふれあうひと時を過ご

せるよう、みんなで応援した
いと思います。

ききみみずきんおはなしの会
丸茂秀子 担当責任者

　スタッフのききみみずきんおはなしの会の
皆さんと甲府市立図書館の職員の皆さんです！
　始まる前のリハーサルでは、読み聞かせや
わらべうたを繰り返し練習します。
　終了後は反省会を行い、年間計画をもとに読
み聞かせ担当者による練習や、おすすめの絵本
も入念に確認して次回の開催に備えます。

ちびちびひろば は、毎月第 2水曜日午前 11時から
甲府市立図書館第 1会議室で絵本の読み聞かせ、
わらべうた、おすすめ絵本の紹介もしています！！

甲府市立図書館では、このほかにも絵本の読み聞かせや
子ども向けのイベントがあります。ぜひご参加ください。
【お問合せ先】甲府市立図書館　☎055-235-1427
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現

　
本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
。

　
本
市
の
日
照
時
間
は
県
庁
所

在
地
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
り
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
期
待
さ
れ
る
水
素
の
利
活

用
に
向
け
た
研
究
や
実
証
実
験

も
市
内
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量

に
つ
い
て
。

　
２
０
１
３
年
度
を
基
準
に
、

２
０
３
０
年
度
は
46
％
と
な
る

59
万
１
千
ｔ
の
削
減
、２
０
５
０

年
に
は
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
助
成
金
制
度
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
に
つ
い
て
。

　
令
和
４
年
度
の
実
績
は
、
年

間
約
355
ｔ
の
削
減
で
あ
り
、
補

助
金
千
円
あ
た
り
約
35.4
㎏
で
あ

り
ま
す
。

　「
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」

に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進

の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
の
実
質
ゼ
ロ
と
い

う
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
い
、

各
自
治
体
の
特
性
を
活
か
し
、

一
丸
と
な
っ
て
取
組
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
行
動
デ
ザ
イ
ン

「
ナ
ッ
ジ
」
の
実
践
に
つ
い
て
。

　
甲
府
市
地
球
温
暖
化
対
策
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
環
境
問
題
の

啓
発
や
身
近
で
で
き
る
取
組
等

を
紹
介
し
、
脱
炭
素
化
へ
の
行

動
変
容
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

脱
炭
素
先
行
地
域
に
係
る
提

案
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

こうふ未来

代表質問（一問一答）

廣瀬　集一

質問
動画

物
価
高
騰
対
策

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を

含
め
、
水
道
料
金
の
負
担
軽
減

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

　
物
価
高
が
市
民
生
活
を
圧
迫

し
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
、
水
道
料
金
の
支
払

い
猶
予
等
の
様
々
な
対
策
を
機

動
的
に
講
じ
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険

　
本
市
が
実
施
し
た
調
査
結
果

か
ら
も
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
向

き
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

　
甲
府
市
介
護
予
防
・
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
等
で
、
日

頃
の
生
活
の
中
で
の
不
安
や
悩

み
と
し
て
、
生
活
費
な
ど
経
済

的
な
面
で
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
自
分
の
健
康
」
や

「
自
分
の
介
護
」
等
が
上
位
を

占
め
、
健
康
、
医
療
、
介
護
に

対
す
る
関
心
が
高
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

求
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に

見
込
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
量

や
給
付
費
に
基
づ
き
、
財
政
の

均
衡
を
保
て
る
よ
う
、
保
険
料

算
定
の
諸
係
数

を
勘
案
し
な
が

ら
算
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

女
性
支
援
新
法
へ
の
対
応
に

つ
い
て

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

日本共産党

代表質問（分割）

清水　英知

質問
動画
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市政に関する質問

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の

顕
彰
を

　
Ａ
Ｃ
Ｌ
で
奮
闘
し
、
甲
府
の

名
を
ア
ジ
ア
中
に
広
め
た
こ
と

を
称
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
様
々
な
場
面
・
機
会
を
通
じ

て
、
そ
の
雄
姿
や
活
躍
を
広
く

伝
え
、
力
強
く
応
援
す
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
甲
府
の
誇
り
で

あ
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の

栄
誉
を
称
え
て
ま
い
り
ま
す
。

専
用
球
技
場
整
備

　
専
用
球
技
場
整
備
の
機
運
を

再
び
盛
り
上
げ
る
た
め
、
本
市

か
ら
声
を
上
げ
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　
山
梨
県
が
、
建
設
に
は
ス

ポ
ー
ツ
で
稼
げ
る
県
づ
く
り
が

必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
考
察
し
て
ま
い

り
ま
す
。

が
ん
撲
滅
に
向
け
た
取
組

　
が
ん
撲
滅
へ
の
強
い
意
志
を

示
す
た
め
、
が
ん
撲
滅
に
向
け

た
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
体
系
化
し
、

健
康
都
市
甲
府
と
し
て
総
合
的

に
が
ん
対
策
を
進
め
る
た
め
の

計
画
を
創
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　「
が
ん
予
防
」
か
ら
「
が
ん

と
の
共
生
」
ま
で
を
「
甲
府
市

保
健
計
画
」
の
中
に
体
系
的
に

位
置
付
け
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
正
し

く
が
ん
を
知
り
、
避
け
ら
れ
る

が
ん
を
予
防
し
、
ま
た
、
が
ん

に
な
っ
て
も
そ
の
人
ら
し
く
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

病
と
懸
命
に
闘
う
子
ど
も
へ

の
支
援
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

公明党

代表質問（分割）

兵道　顕司

質問
動画

12
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分
　
　
割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一
　
　
括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。
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市政に関する質問
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現

　
本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
。

　
本
市
の
日
照
時
間
は
県
庁
所

在
地
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
り
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
期
待
さ
れ
る
水
素
の
利
活

用
に
向
け
た
研
究
や
実
証
実
験

も
市
内
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量

に
つ
い
て
。

　
２
０
１
３
年
度
を
基
準
に
、

２
０
３
０
年
度
は
46
％
と
な
る

59
万
１
千
ｔ
の
削
減
、２
０
５
０

年
に
は
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
助
成
金
制
度
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
に
つ
い
て
。

　
令
和
４
年
度
の
実
績
は
、
年

間
約
355
ｔ
の
削
減
で
あ
り
、
補

助
金
千
円
あ
た
り
約
35.4
㎏
で
あ

り
ま
す
。

　「
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」

に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進

の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
の
実
質
ゼ
ロ
と
い

う
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
い
、

各
自
治
体
の
特
性
を
活
か
し
、

一
丸
と
な
っ
て
取
組
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
行
動
デ
ザ
イ
ン

「
ナ
ッ
ジ
」
の
実
践
に
つ
い
て
。

　
甲
府
市
地
球
温
暖
化
対
策
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
環
境
問
題
の

啓
発
や
身
近
で
で
き
る
取
組
等

を
紹
介
し
、
脱
炭
素
化
へ
の
行

動
変
容
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

脱
炭
素
先
行
地
域
に
係
る
提

案
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

こうふ未来

代表質問（一問一答）

廣瀬　集一

質問
動画

物
価
高
騰
対
策

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を

含
め
、
水
道
料
金
の
負
担
軽
減

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

　
物
価
高
が
市
民
生
活
を
圧
迫

し
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
、
水
道
料
金
の
支
払

い
猶
予
等
の
様
々
な
対
策
を
機

動
的
に
講
じ
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険

　
本
市
が
実
施
し
た
調
査
結
果

か
ら
も
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
向

き
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

　
甲
府
市
介
護
予
防
・
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
等
で
、
日

頃
の
生
活
の
中
で
の
不
安
や
悩

み
と
し
て
、
生
活
費
な
ど
経
済

的
な
面
で
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
自
分
の
健
康
」
や

「
自
分
の
介
護
」
等
が
上
位
を

占
め
、
健
康
、
医
療
、
介
護
に

対
す
る
関
心
が
高
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

求
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に

見
込
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
量

や
給
付
費
に
基
づ
き
、
財
政
の

均
衡
を
保
て
る
よ
う
、
保
険
料

算
定
の
諸
係
数

を
勘
案
し
な
が

ら
算
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

女
性
支
援
新
法
へ
の
対
応
に

つ
い
て

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

日本共産党

代表質問（分割）

清水　英知

質問
動画
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市政に関する質問
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第
４
次
こ
う
ふ
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン

　
本
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
山
梨

県
と
連
携
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

　
県
の
「
宣
誓
制
度
」
の
活
用

は
、
当
事
者
の
「
精
神
的
負
担

等
の
軽
減
」
や
、
更
な
る
「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の

理
解
促
進
」
が
進
む
等
、
本
市

が
捉
え
た
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
た
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
者
を

対
象
に
、
令
和
６
年
１
月
４
日

か
ら
段
階
的
に
本
市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
や
県
内
市
町
村

と
連
携
を
図
る
中
で
、
本
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
、
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
の

増
加
に
向
け
た
取
組
と
道
路
状

況
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

　
今
年
度
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
内
で

手
続
き
が
完
了
で
き
る
予
約
機

能
等
に
よ
り
利
便
性
向
上
に
つ

な
げ
、
新
規
登
録
者
の
獲
得
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
道
路
状
況
の
通
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
国
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
運
用
が
開
始
さ
れ
た

た
め
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
効

果
を
検
証
す
る
中
で
、
本
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と

連
携
し
た
運
用

を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

　
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
が
開
発
し
た

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
の
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、

危
険
性
に
つ
い
て
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
が
、
会
議
資
料
の
作
成

や
情
報
検
索
と
要
約
な
ど
、
多

く
の
場
面
で
の
活
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
市
役
所
業
務
へ
の
活

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
試
験
運
用
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
、

利
用
上
の
ル
ー
ル
や
効
果
的
な

活
用
方
法
な
ど
を
示
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　「
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
」
は
、

業
務
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
革

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
一

方
、
様
々
な
リ
ス
ク
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
職
員
研
修

を
継
続
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

円
滑
な
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

城
東
三
丁
目
穴
切
線
の
整
備

　
中
心
街
へ
の
誘
客
促
進
の
た

め
に
、
旧
岡
島
百
貨
店
跡
地
再

開
発
エ
リ
ア
南
側
の
「
城
東
三

丁
目
穴
切
線
」
の
大
幅
な
拡

幅
・
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
当
該
路
線
は
再
開
発
エ
リ
ア

と
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
回

遊
動
線
と
し
て
の
利
活
用
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
県
の
「
道
路
の
整
備
に
関
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
整
備
路

線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
山
梨
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

公明党

一般質問（分割）

堀　とめほ

政友クラブ

代表質問（分割）

荻原　隆宏

質問
動画

質問
動画
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市政に関する質問

庁
内
組
織
の
見
直
し

　
人
材
や
財
源
等
の
制
約
が
進

む
中
、
施
策
・
事
業
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
実
践
す
る
組
織

整
備
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

　
来
年
度
の
編
成
と
し
て
、
保

健
・
衛
生
・
医
療
に
一
体
的
に

取
り
組
む
保
健
衛
生
部
の
新
設
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な
運

用
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
の
更

な
る
向
上
の
た
め
、
税
務
部
門

の
市
民
部
へ
の
移
管
、
行
政
経

営
部
か
ら
行
政
経
営
機
能
を
移

管
し
て
企
画
部
と
す
る
と
と
も
に
、

業
務
効
率
化
等
の
行
政
管
理
に

注
力
す
る
た
め
、
行
政
経
営
部

を
総
務
部
に
改
め
る
準
備
を
進

め
、今
後
も
、経
営
資
源
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
配
分
す
る
中

で
時
代
の
要
請
に
応
え
う
る
組

織
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
体
験
格
差
解
消

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
重
要
な
、
文
化
な
ど
に

触
れ
る
体
験
の
格
差
解
消
に
向

け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
年
度
も
、
甲
府
市
子
ど
も

応
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
て
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教

室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
応
援
フ
ェ
ス
タ
を
２
回
開

催
し
、
幅
広
い
分
野
で
の
体
験

機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
応
援
デ
リ
バ

リ
ー
事
業
で
は
、
民
間
主
導
の

体
験
機
会
を
後
押
し
す
る
と
と

も
に
、
団
体
相
互
の
交
流
促
進

を
図
る
中
で
子
ど
も
を
応
援
す

る
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・「
選
択
と
集
中
」の
推
進
提
言
　
他

ＱＡ

ＱＡ

緑
豊
か
な
甲
府
市
の
実
現

　
緑
化
事
業
を
一
層
進
め
、
緑

豊
か
な
甲
府
市
の
実
現
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　「
甲
府
市
緑
の
基
本
計
画
」

の
も
と
、
市
民
及
び
事
業
者
の

皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

緑
化
の
推
進
に
つ
な
が
る
様
々

な
取
組
を
展
開
し
た
こ
と
で
、

甲
府
市
市
民
実
感
度
調
査
で
は
、

緑
の
豊
か
さ
の
実
感
度
は
上
位

に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
緑
化
の
取
組
を
着

実
か
つ
継
続
的
に
推
進
し
、
本

市
の
豊
か
な
緑
を
守
り
、
つ
く

り
、
市
民
の
皆
様
の
緑
へ
の
愛

着
を
深
め
る
な
ど
、
市
民
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
「
緑
あ
ふ

れ
る
ふ
る
さ
と
甲
府
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

補
助
金
の
適
正
化
に
向
け
て

　
甲
府
市
有
価
物
回
収
事
業
補

助
金
の
監
査
の
勧
告
を
踏
ま
え
、

本
市
全
体
の
補
助
金
の
適
正
化

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
４
年
ご
と
に
補
助
金
の
見
直

し
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

は
、
更
な
る
適
正
化
を
図
る
た

め
「
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
、
補
助
金
の
整
理
統

合
や
削
減
に
取
り
組
み
、
奨
励

的
補
助
金
に
は
原
則
、
終
期
の

設
定
を
義
務
付
け
る
見
直
し
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
て
の
補
助
金
を
対

象
に
、
補
助
対
象
の
事
業
内
容

等
の
明
確
な
規
定
の
徹
底
を
促

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
資
源
物
の
収
集
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

政和こうふ

代表質問（分割）

金丸　三郎

市民クラブ

代表質問（分割）

依田　勝見

質問
動画

質問
動画
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第
４
次
こ
う
ふ
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン

　
本
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
山
梨

県
と
連
携
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

　
県
の
「
宣
誓
制
度
」
の
活
用

は
、
当
事
者
の
「
精
神
的
負
担

等
の
軽
減
」
や
、
更
な
る
「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の

理
解
促
進
」
が
進
む
等
、
本
市

が
捉
え
た
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
た
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
者
を

対
象
に
、
令
和
６
年
１
月
４
日

か
ら
段
階
的
に
本
市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
や
県
内
市
町
村

と
連
携
を
図
る
中
で
、
本
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
、
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
の

増
加
に
向
け
た
取
組
と
道
路
状

況
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

　
今
年
度
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
内
で

手
続
き
が
完
了
で
き
る
予
約
機

能
等
に
よ
り
利
便
性
向
上
に
つ

な
げ
、
新
規
登
録
者
の
獲
得
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
道
路
状
況
の
通
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
国
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
運
用
が
開
始
さ
れ
た

た
め
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
効

果
を
検
証
す
る
中
で
、
本
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と

連
携
し
た
運
用

を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

　
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
が
開
発
し
た

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
の
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、

危
険
性
に
つ
い
て
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
が
、
会
議
資
料
の
作
成

や
情
報
検
索
と
要
約
な
ど
、
多

く
の
場
面
で
の
活
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
市
役
所
業
務
へ
の
活

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
試
験
運
用
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
、

利
用
上
の
ル
ー
ル
や
効
果
的
な

活
用
方
法
な
ど
を
示
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　「
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
」
は
、

業
務
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
革

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
一

方
、
様
々
な
リ
ス
ク
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
職
員
研
修

を
継
続
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

円
滑
な
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

城
東
三
丁
目
穴
切
線
の
整
備

　
中
心
街
へ
の
誘
客
促
進
の
た

め
に
、
旧
岡
島
百
貨
店
跡
地
再

開
発
エ
リ
ア
南
側
の
「
城
東
三

丁
目
穴
切
線
」
の
大
幅
な
拡

幅
・
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
当
該
路
線
は
再
開
発
エ
リ
ア

と
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
回

遊
動
線
と
し
て
の
利
活
用
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
県
の
「
道
路
の
整
備
に
関
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
整
備
路

線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
山
梨
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

公明党

一般質問（分割）

堀　とめほ

政友クラブ

代表質問（分割）

荻原　隆宏

質問
動画

質問
動画

07 甲府市議会だより220号

市政に関する質問

07 甲府市議会だより220号



水
道
料
金
の
改
定

　
給
水
管
の
口
径
20
㎜
の
基
本

料
金
を
引
き
下
げ
る
一
方
で
、

利
用
者
全
体
の
約
85
％
を
占
め
、

最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
口

径
13
㎜
の
基
本
料
金
は
11
％
も

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
物
価
高
騰
期
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
基
本
料
金
を
引
き

上
げ
、
市
民
の
負
担
を
増
や
す

こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
料
金
改
定
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
等
に
よ
る
継
続
的

な
水
需
要
の
減
少
に
加
え
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
の
影

響
も
あ
り
、
今
後
の
経
営
状
況

が
大
き
く
悪
化
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
老
朽
施
設
の
更

新
、
自
然
災
害
に
備
え
た
耐
震

化
等
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
本
市
の
水
道
を
、

将
来
世
代
ま
で
守
り
続
け
る
た

め
、「
甲
府
市
水
道
料
金
等
審

議
会
」
か
ら
の
答
申
を
最
大
限

尊
重
し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

も
十
分
に
考
え
る
中
で
、
31
年

ぶ
り
の
水
道
料
金
引
き
上
げ
を

決
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
減
免

　
物
価
高
騰
期
に
こ
そ
水
道
料

金
の
減
免
が
必
要
で
す
。

　
減
免
制
度
の
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
を
求
め
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
が

経
営
の
原
則
で
あ
る
う
え
、
本

市
水
道
事
業
の
給
水
区
域
が
3

市
1
町
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
本
市
の
一
般
会
計

か
ら
の
基
準
外
の
繰
出
し
は
困

難
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

市
立
甲
府
病
院
の
経
営
改
善

　
経
営
改
善
の
見
通
し
と
人
間

ド
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
後
は
、
白
内
障
手
術
機
器

更
新
、
来
年
度
予
定
す
る
眼
科

医
１
名
の
増
員
に
よ
り
、
眼
科

領
域
の
診
療
機
能
強
化
に
よ
る

集
患
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

最
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
機
器
導
入
が

検
査
予
約
の
増
加
、
外
来
・
入

院
患
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
で
更
な
る
収
益
向
上
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
を

着
実
に
実
行
し
、
令
和
９
年
度

の
黒
字
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
地
域
需
要
や
既
存
の
供

給
体
制
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

人
員
体
制
や
施
設
改
修
の
必
要

性
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
支
援

　
中
道
地
区
で
実
施
予
定
の
土

地
改
良
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
事
業
計
画
書
の
作
成
等
を
進

め
て
お
り
、
年
度
内
に
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
来
年
度
に
推

進
協
議
会
を
設
立
し
て
い
た
だ

き
事
業
計
画
書
を
完
成
さ
せ
る

な
ど
、
令
和
７
年
度
の
事
業
着

手
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
の
農
業
活
性
化
に

つ
い
て
伺
う
。

　
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
推
進
事
業
の
更
な
る
周
知
に

加
え
、
研
修
会
等
の
開
催
、
相

談
対
応
チ
ー
ム
で
の
寄
り
添
っ

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、

支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

中
道
往
還
を
中
心
と
す
る
地
域

資
産
の
活
用
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡＱＡ

市民クラブ

一般質問（分割）

山田　　厚

政和こうふ

一般質問（分割）

鮫田　光一

質問
動画

質問
動画

09 甲府市議会だより220号

市政に関する質問

米
軍
機
空
中
給
油
演
習

　
米
軍
機
に
よ
る
空
中
給
油
は
、

過
去
に
重
大
事
故
を
起
こ
し
、

「
陸
地
上
空
で
は
実
施
し
な
い
」

と
日
米
間
で
約
束
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
抗
議
し
、
中
止
を
求
め
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
山
梨
県
を
通
じ
、
防
衛
省
へ

適
切
な
対
応
を
重

ね
て
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
給

与
改
定
の
４
月
遡
及

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改

定
の
４
月
遡
及
を
会
計
年
度
任

用
職
員
に
も
適
用
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
当
該
案
件
に
つ
い
て
は
、
本

定
例
会
に
追
加
提
案
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

甲
府
市
職
員
の
男
女
間

賃
金
格
差

　
本
市
職
員
の
男
女
間
賃
金
格

差
は
、
と
り
わ
け
子
育
て
世
代

で
格
差
が
大
き
く
、
中
核
市
の

中
で
も
最
悪
レ
ベ
ル
で
す
が
、

要
因
と
解
消
策
を
伺
い
ま
す
。

　
勤
続
11
年
か
ら
20
年
の
男
女

の
給
与
差
異
は
、
女
性
職
員
が

出
産
等
に
伴
い
部
分
休
業
等
を

取
得
す
る
一
方
で
、医
師
等
の
男

性
職
員
の
諸
手
当
の
支
給
実
績

の
高
さ
が
主
な
要
因
と
分
析
し
、

超
過
勤
務
の
縮
減
や
男
性
の
育

児
休
業
の
促
進
な
ど
の
具
体
的

な
取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

・
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
拡
大
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
制
度
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

ＱＡＱＡ

ＱＡ

金
峰
山
の
登
山
道
整
備

　
環
境
省
は
、
国
立
公
園
内
の

半
数
を
超
え
る
登
山
道
や
遊
歩

道
で
管
理
者
不
在
で
あ
る
こ
と

を
実
態
調
査
で
明
ら
か
に
し
た
。

　
今
後
、
本
市
が
金
峰
山
古
道

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
く
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に

環
境
省
と
協
力
関
係
を
構
築
し

て
い
く
考
え
か
。

　
金
峰
山
へ
の
登
山
道
は
、
古

く
か
ら
山
岳
信
仰
の
道
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
背
景

か
ら
も
後
世
に
残
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
り
、
国
と
情
報
共
有

を
密
に
行
い
、
連
携
を
深
め
る

中
で
、
金
峰
山
を
愛
す
る
方
々

と
共
同
し
、
登
山
道
の
適
切
な

保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と

し
た
起
業
支
援

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し

て
、
甲
府
市
が
出
資
者
と
な
り

起
業
を
目
指
す
方
に
資
金
提
供

す
る
仕
組
み
を
作
る
と
い
う
施

策
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

　
ご
提
案
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

新
規
就
業
者
の
増
加
の
ほ
か
、

税
収
の
確
保
や
移
住
定
住
の
促

進
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
総
務
省
が
実
施
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
起
業
家
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
用
や

山
梨
県
や
民
間
団
体
な
ど
の
取

組
事
例
を
参
考
に
す
る
中
で
調

査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
再
び

自
分
事
と
し
て
捉
え
て
も
ら

う
た
め
に

ＱＡ

ＱＡ

日本共産党

一般質問（分割）

内藤　司朗

こうふ未来

一般質問（分割）

神山　玄太

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより220号 08

市政に関する質問

甲府市議会だより220号 08



水
道
料
金
の
改
定

　
給
水
管
の
口
径
20
㎜
の
基
本

料
金
を
引
き
下
げ
る
一
方
で
、

利
用
者
全
体
の
約
85
％
を
占
め
、

最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
口

径
13
㎜
の
基
本
料
金
は
11
％
も

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
物
価
高
騰
期
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
基
本
料
金
を
引
き

上
げ
、
市
民
の
負
担
を
増
や
す

こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
料
金
改
定
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
等
に
よ
る
継
続
的

な
水
需
要
の
減
少
に
加
え
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
の
影

響
も
あ
り
、
今
後
の
経
営
状
況

が
大
き
く
悪
化
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
老
朽
施
設
の
更

新
、
自
然
災
害
に
備
え
た
耐
震

化
等
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
本
市
の
水
道
を
、

将
来
世
代
ま
で
守
り
続
け
る
た

め
、「
甲
府
市
水
道
料
金
等
審

議
会
」
か
ら
の
答
申
を
最
大
限

尊
重
し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

も
十
分
に
考
え
る
中
で
、
31
年

ぶ
り
の
水
道
料
金
引
き
上
げ
を

決
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
減
免

　
物
価
高
騰
期
に
こ
そ
水
道
料

金
の
減
免
が
必
要
で
す
。

　
減
免
制
度
の
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
を
求
め
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
が

経
営
の
原
則
で
あ
る
う
え
、
本

市
水
道
事
業
の
給
水
区
域
が
3

市
1
町
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
本
市
の
一
般
会
計

か
ら
の
基
準
外
の
繰
出
し
は
困

難
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

市
立
甲
府
病
院
の
経
営
改
善

　
経
営
改
善
の
見
通
し
と
人
間

ド
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
後
は
、
白
内
障
手
術
機
器

更
新
、
来
年
度
予
定
す
る
眼
科

医
１
名
の
増
員
に
よ
り
、
眼
科

領
域
の
診
療
機
能
強
化
に
よ
る

集
患
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

最
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
機
器
導
入
が

検
査
予
約
の
増
加
、
外
来
・
入

院
患
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
で
更
な
る
収
益
向
上
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
を

着
実
に
実
行
し
、
令
和
９
年
度

の
黒
字
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
地
域
需
要
や
既
存
の
供

給
体
制
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

人
員
体
制
や
施
設
改
修
の
必
要

性
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
支
援

　
中
道
地
区
で
実
施
予
定
の
土

地
改
良
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
事
業
計
画
書
の
作
成
等
を
進

め
て
お
り
、
年
度
内
に
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
来
年
度
に
推

進
協
議
会
を
設
立
し
て
い
た
だ

き
事
業
計
画
書
を
完
成
さ
せ
る

な
ど
、
令
和
７
年
度
の
事
業
着

手
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
の
農
業
活
性
化
に

つ
い
て
伺
う
。

　
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
推
進
事
業
の
更
な
る
周
知
に

加
え
、
研
修
会
等
の
開
催
、
相

談
対
応
チ
ー
ム
で
の
寄
り
添
っ

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、

支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

中
道
往
還
を
中
心
と
す
る
地
域

資
産
の
活
用
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡＱＡ

市民クラブ

一般質問（分割）

山田　　厚

政和こうふ

一般質問（分割）

鮫田　光一

質問
動画

質問
動画

09 甲府市議会だより220号

市政に関する質問

09 甲府市議会だより220号



死
亡
者
激
増
の
調
査

　
死
亡
者
の
激
増
に
関
す
る
調

査
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
高
度
な
専
門
性
等
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
、
国
に
お
い
て
専
門
機
関

と
連
携
す
る
な
ど
主
体
的
に
検

討
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

包
括
的
性
教
育

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
施
行

に
よ
り
、
性
教
育
だ
け
で
な
く
、

性
の
多
様
性
に
関
す
る
教
育
に

も
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
教
科
書
を
活
用
し
な
が
ら
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く

こ
と
と
し
、
更
に
、
本
市
の
学

校
教
育
指
導
重
点
で
「
思
い
遣

る
心
」
の
育
成
を
重
点
目
標
と

し
て
お
り
、
今
後
も
教
育
活
動

の
中
で
児
童
・
生
徒
の
人
権
意

識
の
醸
成
や
個
性
を
尊
重
す
る

教
育
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
す
る
取
組

　
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
を
応
援
す

る
取
組
を
提
案
し
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
保
護
者
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
、
養
育
支
援
訪
問
や
パ

パ
マ
マ
ク
ラ
ス
等
の
様
々
な
取

組
を
多
く
の
皆
様
へ
情
報
発
信

す
る
中
で
、
今
後
も
「
こ
ど
も

育
む
ま
ち
」と
し
て
、子
育
て
支

援
、
子
育
ち
応
援
の
一
層
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
影
響
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

依
存
症
の
回
復
支
援

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
依
存
症

の
回
復
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
相
談
窓

口
を
周
知
す
る
中
で
、
精
神
保

健
福
祉
士
等
の
専
門
職
に
よ
る

相
談
対
応
や
、
庁
内
関
係
課
や

関
係
機
関
と
連
携
し
複
合
的
に

関
わ
る
た
め
の
ケ
ー
ス
会
議
の

開
催
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
に

よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
回
復
支
援
を
行
う
団

体
に
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
費
補
助
金
の
交
付
や
、
依

存
症
の
予
防
啓
発
等
の
取
組
へ

の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
関
わ
る
支
援

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
及
び

産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
と
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
か
ら
保
険
診
療

の
生
殖
補
助
医
療
や
一
般
不
妊

治
療
の
助
成
に
加
え
、
先
進
医

療
へ
も
助
成
す
る
こ
と
で
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
自
己
負
担
な
く

治
療
が
受
け
ら
れ
る
制
度
と
し
、

助
成
件
数
も
昨
年
度
に
比
べ
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
利
用
料
の

助
成
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
利
用
し
や
す
い
金
額
と

し
、
宿
泊
型
及
び
訪
問
型
の
利

用
者
は
大
幅
に
増
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
多
く

の
「
満
足
し
た
」

と
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・「
使
用
料
・
手
数
料
」に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱ

Ａ

無所属

一般質問（分割）

村松　裕美

政友クラブ

一般質問（分割）

深沢　健吾

質問
動画

質問
動画

11 甲府市議会だより220号

市政に関する質問

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

　
森
林
整
備
等
を
目
的
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
森
林
整
備
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
航

空
写
真
を
活
用
し
た
森
林
状
況

や
地
形
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
木
材
の

新
た
な
利
用
を
促
進
し
価
値
の

向
上
を
目
指
す
た
め
、
全
国
初

と
な
る
市
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
の

間
伐
材
を
活
用
し
た
「
木
糸
」

か
ら
布
製
品
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
市
の
子
ど
も
た

ち
に
天
然
素
材
な
ら
で
は
の
、

木
の
ぬ
く
も
り
や
安
全
性
に
触

れ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

令
和
６
年
度
よ
り
新
生
児
に
配

布
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
営
住
宅
の
空
室
解
消

　
空
室
の
増
加
は
、
財
政
悪
化

等
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
空
室
状
況
と
今
後
の
空
室
解

消
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
空
室
戸
数
は
622
戸
で
あ
り
、

入
居
希
望
者
の
多
く
が
低
階
層

を
希
望
す
る
こ
と
か
ら
、
高
階

層
が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
空
室
対
策
と
し
て
、
平
成
30

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
市
営

住
宅
子
育
て
世
帯
等
応
援
家
賃

助
成
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
今
後
は
、
入
居
要
件
の
見

直
し
を
視
野
に
入
れ
る
中
、

様
々
な
視
点
か
ら
検
証
を
行
い
、

空
室
解
消
等
に
つ
な
が
る
取
組

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
水
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て

・
飯
田
通
り
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通

に
対
す
る
市
長
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
改
め
て
、
公
共
交
通
の
基
本

的
な
方
針
を
検
討
し
、公
共
交
通

事
業
者
や
行
政
等
の
関
係
者
が

市
内
公
共
交
通
の
目
指
す
べ
き

将
来
像
と
、
実
現
に
向
け
た
施

策
の
方
向
性
を
共
有
し
、連
携
・

協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
、「
甲

府
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度

中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
公
共
交
通
事
業
者

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体

と
更
な
る
連
携
を
図
る
中
で
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
心
街
の
自
転
車
駐
車
場

　
桜
町
自
転
車
駐
車
場
を
見
直

し
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
臨
時
駐

輪
場
を
作
っ
て
補
う
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
桜
町
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
小
江
戸
甲
府
城
下
町
整

備
プ
ラ
ン
等
に
よ
り
、
中
心
商

店
街
を
訪
れ
る
方
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
利
用
率
等
の

実
態
を
把
握
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
公
式
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
市
営
自
転
車
駐
車
場
の

位
置
図
を
掲
載
し
て
お
り
、
今

後
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分

か
り
や
す
く
掲
載
し
、
そ
の
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

タ
バ
コ
喫
煙
に
お
け
る
諸
問

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

政和こうふ

一般質問（分割）

中嶌　　寿

政和こうふ

一般質問（分割）

川崎　　靖

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより220号 10

市政に関する質問

甲府市議会だより220号 10



死
亡
者
激
増
の
調
査

　
死
亡
者
の
激
増
に
関
す
る
調

査
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
高
度
な
専
門
性
等
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
、
国
に
お
い
て
専
門
機
関

と
連
携
す
る
な
ど
主
体
的
に
検

討
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

包
括
的
性
教
育

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
施
行

に
よ
り
、
性
教
育
だ
け
で
な
く
、

性
の
多
様
性
に
関
す
る
教
育
に

も
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
教
科
書
を
活
用
し
な
が
ら
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く

こ
と
と
し
、
更
に
、
本
市
の
学

校
教
育
指
導
重
点
で
「
思
い
遣

る
心
」
の
育
成
を
重
点
目
標
と

し
て
お
り
、
今
後
も
教
育
活
動

の
中
で
児
童
・
生
徒
の
人
権
意

識
の
醸
成
や
個
性
を
尊
重
す
る

教
育
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
す
る
取
組

　
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
を
応
援
す

る
取
組
を
提
案
し
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
保
護
者
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
、
養
育
支
援
訪
問
や
パ

パ
マ
マ
ク
ラ
ス
等
の
様
々
な
取

組
を
多
く
の
皆
様
へ
情
報
発
信

す
る
中
で
、
今
後
も
「
こ
ど
も

育
む
ま
ち
」と
し
て
、子
育
て
支

援
、
子
育
ち
応
援
の
一
層
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
影
響
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

依
存
症
の
回
復
支
援

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
依
存
症

の
回
復
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
相
談
窓

口
を
周
知
す
る
中
で
、
精
神
保

健
福
祉
士
等
の
専
門
職
に
よ
る

相
談
対
応
や
、
庁
内
関
係
課
や

関
係
機
関
と
連
携
し
複
合
的
に

関
わ
る
た
め
の
ケ
ー
ス
会
議
の

開
催
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
に

よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
回
復
支
援
を
行
う
団

体
に
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
費
補
助
金
の
交
付
や
、
依

存
症
の
予
防
啓
発
等
の
取
組
へ

の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
関
わ
る
支
援

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
及
び

産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
と
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
か
ら
保
険
診
療

の
生
殖
補
助
医
療
や
一
般
不
妊

治
療
の
助
成
に
加
え
、
先
進
医

療
へ
も
助
成
す
る
こ
と
で
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
自
己
負
担
な
く

治
療
が
受
け
ら
れ
る
制
度
と
し
、

助
成
件
数
も
昨
年
度
に
比
べ
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
利
用
料
の

助
成
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
利
用
し
や
す
い
金
額
と

し
、
宿
泊
型
及
び
訪
問
型
の
利

用
者
は
大
幅
に
増
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
多
く

の
「
満
足
し
た
」

と
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・「
使
用
料
・
手
数
料
」に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱ

Ａ

無所属

一般質問（分割）

村松　裕美

政友クラブ

一般質問（分割）

深沢　健吾

質問
動画

質問
動画

11 甲府市議会だより220号

市政に関する質問

11 甲府市議会だより220号



請願又は議員自らの提案に基づ
き、議会の意思を決定し提出し
ます。 各意見書の

全文はこちら

市民の声を反映して意
見
書

令和5年12月定例会請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願

第 5 － 4 号 インボイス制度の実施延期を求める意見書の採択を求める請願 総　　務 不 採 択
第 5 － 7 号 不登校の公的対応を求める請願 民生文教 採　　択
第 5 － 9 号 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 不 採 択

第 5 －21号 多発性内軟骨腫症（別名Ollier病、Maffucci症候群）の指定難病への追加を求める意
見書に関する請願 民生文教 採　　択

第 5 － 3 号 自治体会計年度職員の勤勉手当など処遇改善を求める請願 総　　務 継続審査
第 5 － 6 号 マイナ保険証の運用の中止を求める請願 民生文教 〃
第 5 － 8 号 「保育士配置基準改善と大幅な賃金引き上げを求める意見書」の採択を求める請願 〃 〃
第 5 －10号 GX脱炭素電源法の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 5 －14号 2024年からの様々な国民負担の中止などをもとめる請願 総　　務 〃
第 5 －20号 自治体職員の多忙化を防止し丁寧な市民対応を求める請願 〃 〃
第 5 －22号 社会保障の根幹を揺るがす医療扶助の国保等への加入に対する請願 民生文教 〃

政和こうふ　◎輿石　修　金丸三郎　岡　政𠮷𠮷　𠮷𠮷和𠮷
　　　　　　　末木咲子　小沢宏至　鮫田光一　川崎　靖
　　　　　　　鷹野弘貴　𠮷嶌　寿
政友クラブ　◎長沼達彦　荻原隆宏　鈴木　篤　坂本信康
　　　　　　　小澤　浩　深沢健吾　橘田大洋

公　明　党　◎兵道顕司　長沢達也　堀とめほ　岡田真姫
こうふ未来　◎神𠮷玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　清水一成
日本共産党　◎木内直子　内藤司朗　清水英知
市民クラブ　◎𠮷田　厚　依田勝見
無　所　属　　𠮷田弘之　村松裕美
　　　　　　　（村松裕美議員は11月24日付けで「市民クラブ」から「無所属」へ変更）

◎人事案件については、次のとおり同意、諮問のとおり決定されました。
◆公平委員会委員の選任について
　又川理恵

◆人権擁護委員候補者の推薦について
　塚脇亮一� （敬称略）

議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　和
こうふ

政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ

無所属
山田弘之議員

無所属
村松裕美議員

人
事
・
そ
の
他

議案第103号 指定管理者の指定について（甲府市上九の湯ふれあいセ
ンター外1施設） 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第104号 指定管理者の指定について（甲府市中道デイサービスセ
ンター外2施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第105号 指定管理者の指定について（甲府市緑が丘スポーツ公園
（有料運動施設）外2施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第106号 指定管理者の指定について（甲府市市民いこいの里） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第107号 指定管理者の指定について（甲府市右左口の里） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第108号 指定管理者の指定について（上九ふれあい農産物直売所） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第109号 指定管理者の指定について（風土記の丘農産物直売所） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第110号 指定管理者の指定について（甲府市寺川グリーン公園） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第111号 指定管理者の指定について（市道北口駅前広場線外11
施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第113号 公平委員会委員の選任について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

諮問第 7 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 諮問のと
おり決定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第13号 不登校の公的対応を求める意見書提出について 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第14号 多発性内軟骨腫症の指定難病への追加を求める意見書
提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第15号 水道事業の健全経営に不可欠な国の財政支援を求める
意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

� ○○賛成　××反対　△△棄権
※1　�議案第90号は「令和5年度甲府市一般会計補正予算（第7号）」として提出されましたが、議案第112号「令和5年度甲府市一般会計

補正予算（第8号）」が議案第90号より先に議決（可決）されたことから、議長が整理し、同議案と補正予算の号数を入れ替えました。

〇不登校の公的対応を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　文部科学大臣　内閣府特命担当大臣（少子化対策）

〇多発性内軟骨腫症の指定難病への追加を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣

〇水道事業の健全経営に不可欠な国の財政支援を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

甲府市議会会派等 ◎は会派代表者

13 甲府市議会だより220号

令和5年12月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　和

こうふ
政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ

無所属
山田弘之議員

無所属
村松裕美議員

令
和
5
年
度
補
正
予
算

議案第90号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第8号）※1 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第91号 令和5年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第92号 令和5年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第93号 令和5年度甲府市病院事業会計補正予算（第2号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第112号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第7号）※1 12月5日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第114号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第9号） 12月18日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇 〇〇

議案第115号 令和5年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
2号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第116号 令和5年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第117号 令和5年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第2号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第118号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第10号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

議案第94号 甲府市農業集落排水事業の設置等に関する条例制定に
ついて 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇 〇〇

議案第95号 甲府市浄化槽事業の設置等に関する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇 〇〇

議案第96号
甲府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
制定について

〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第97号 甲府市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第98号 甲府市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇

議案第119号 甲府市事務分掌条例の一部を改正する条例制定につい
て 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇 〇〇

議案第120号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇 〇〇 〇〇

議案第121号 甲府市職員給与条例等の一部を改正する条例制定につ
いて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第122号 特別職の職員で常勤のものの期末手当に関する条例の
一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇 〇〇

議案第123号 甲府市学校職員給与条例の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

人
事
・
そ
の
他

議案第99号 指定管理者の指定について（甲府市マウントピア黒平） 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第100号 指定管理者の指定について（石田悠遊館外13施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第101号 指定管理者の指定について（甲府市障害者センター） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第102号 指定管理者の指定について（甲府市玉諸福祉センター外
4施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

　議案は、総務・民生文教・経済建設・環境水道の各常任委員会に
付託され、専門的な審査を受けた上で、本会議において審議されます。
　なお、全議案の審議結果は、本ページ下段より掲載しています。

議案審査・審議 常
任
委
員
会

「
ち
ょ
い
ト
レ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業

令
和
５
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

〈
民
生
文
教
委
員
会
　
付
託
〉

誰
も
が
気
軽
に
運
動
を
楽
し
む
機
会
の
拡
充
を
図

る
た
め
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
緑
が
丘
ス

ポ
ー
ツ
公
園
へ
、
軽
運
動
が
で
き
る
健
康
器
具
を
設

置
す
る
た
め
の
経
費
等
の
補
正
予
算
で
す
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市
道
北
口
駅
前
広
場
線（
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
）等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〈
経
済
建
設
委
員
会
　
付
託
〉

今
年
度
、
市
道
北
口
駅
前
広
場
線
ほ
か
11
施
設
の

第
３
期
指
定
管
理
期
間
が
最
終
年
度
と
な
る
た
め
、

令
和
６
年
度
以
降
も
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
し
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

本
議
案
は
、
経
済
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
が
、
総
務
・
民
生
文
教
委
員
会
に
関
わ
る
施
設
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
３
委
員
会
に
よ
る
連
合
審
査

会
を
５
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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請願又は議員自らの提案に基づ
き、議会の意思を決定し提出し
ます。 各意見書の

全文はこちら

市民の声を反映して意
見
書

令和5年12月定例会請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願

第 5 － 4 号 インボイス制度の実施延期を求める意見書の採択を求める請願 総　　務 不 採 択
第 5 － 7 号 不登校の公的対応を求める請願 民生文教 採　　択
第 5 － 9 号 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 不 採 択

第 5 －21号 多発性内軟骨腫症（別名Ollier病、Maffucci症候群）の指定難病への追加を求める意
見書に関する請願 民生文教 採　　択

第 5 － 3 号 自治体会計年度職員の勤勉手当など処遇改善を求める請願 総　　務 継続審査
第 5 － 6 号 マイナ保険証の運用の中止を求める請願 民生文教 〃
第 5 － 8 号 「保育士配置基準改善と大幅な賃金引き上げを求める意見書」の採択を求める請願 〃 〃
第 5 －10号 GX脱炭素電源法の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 5 －14号 2024年からの様々な国民負担の中止などをもとめる請願 総　　務 〃
第 5 －20号 自治体職員の多忙化を防止し丁寧な市民対応を求める請願 〃 〃
第 5 －22号 社会保障の根幹を揺るがす医療扶助の国保等への加入に対する請願 民生文教 〃

政和こうふ　◎輿石　修　金丸三郎　岡　政𠮷𠮷　𠮷𠮷和𠮷
　　　　　　　末木咲子　小沢宏至　鮫田光一　川崎　靖
　　　　　　　鷹野弘貴　𠮷嶌　寿
政友クラブ　◎長沼達彦　荻原隆宏　鈴木　篤　坂本信康
　　　　　　　小澤　浩　深沢健吾　橘田大洋

公　明　党　◎兵道顕司　長沢達也　堀とめほ　岡田真姫
こうふ未来　◎神𠮷玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　清水一成
日本共産党　◎木内直子　内藤司朗　清水英知
市民クラブ　◎𠮷田　厚　依田勝見
無　所　属　　𠮷田弘之　村松裕美
　　　　　　　（村松裕美議員は11月24日付けで「市民クラブ」から「無所属」へ変更）

◎人事案件については、次のとおり同意、諮問のとおり決定されました。
◆公平委員会委員の選任について
　又川理恵

◆人権擁護委員候補者の推薦について
　塚脇亮一� （敬称略）

議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　和
こうふ

政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ

無所属
山田弘之議員

無所属
村松裕美議員

人
事
・
そ
の
他

議案第103号 指定管理者の指定について（甲府市上九の湯ふれあいセ
ンター外1施設） 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第104号 指定管理者の指定について（甲府市中道デイサービスセ
ンター外2施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第105号 指定管理者の指定について（甲府市緑が丘スポーツ公園
（有料運動施設）外2施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第106号 指定管理者の指定について（甲府市市民いこいの里） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第107号 指定管理者の指定について（甲府市右左口の里） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第108号 指定管理者の指定について（上九ふれあい農産物直売所） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第109号 指定管理者の指定について（風土記の丘農産物直売所） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第110号 指定管理者の指定について（甲府市寺川グリーン公園） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第111号 指定管理者の指定について（市道北口駅前広場線外11
施設） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第113号 公平委員会委員の選任について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

諮問第 7 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 諮問のと
おり決定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第13号 不登校の公的対応を求める意見書提出について 12月18日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第14号 多発性内軟骨腫症の指定難病への追加を求める意見書
提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第15号 水道事業の健全経営に不可欠な国の財政支援を求める
意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

� ○○賛成　××反対　△△棄権
※1　�議案第90号は「令和5年度甲府市一般会計補正予算（第7号）」として提出されましたが、議案第112号「令和5年度甲府市一般会計

補正予算（第8号）」が議案第90号より先に議決（可決）されたことから、議長が整理し、同議案と補正予算の号数を入れ替えました。

〇不登校の公的対応を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　文部科学大臣　内閣府特命担当大臣（少子化対策）

〇多発性内軟骨腫症の指定難病への追加を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣

〇水道事業の健全経営に不可欠な国の財政支援を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

甲府市議会会派等 ◎は会派代表者

13 甲府市議会だより220号13 甲府市議会だより220号



総務委員会

実施日　令和 5年 10月 11日（水）～13日（金）

視察場所・視察項目
【埼玉県鴻巣市】
・・鴻巣市デマンドタクシー事業について
【栃木県真岡市】
・・DX推進の取組について
【福島県福島市】
・・電子町内会推進事業について
【神奈川県横須賀市】
・・ChatGPT の活用について

　甲府市議会では、定例会が開催されていない時期にも、常任委員会や議会運営委員
会において、所管事項や調査・研究テーマに関連した調査・研究を行っています。
　視察の実施は、甲府市が抱える課題に対して先進的な自治体はどのように取り組ん
でいるのかを学び、担当の職員と直接意見交換を行うことで、課題解決に向けた知見
をより深める機会となっています。

民生文教委員会

実施日　令和 5年 10月 18日（水）～20日（金）

視察場所・視察項目
【静岡県掛川市】
・・地域健康医療支援センター「ふくしあ」について
【兵庫県尼崎市】
・・在宅医療・介護連携について
【京都府京都市】
・・�京都市子育て支援総合センターこどもみらい館
　について
【滋賀県近江八幡市】
・・不登校児童生徒対策について

真岡市における視察の様子

掛川市における視察の様子

京都市における視察の様子

福島市における視察の様子

活
動
報
告

常任委員会が
行政視察を行いました。

甲府市議会だより220号 14

経済建設委員会

実施日　令和 5年 10月 10日（火）～12日（木）

視察場所・視察項目
【愛知県豊田市】
・・ウォーカブル推進都市について
【滋賀県長浜市】
・・湖の辺のまち長浜未来ビジョンについて
【岐阜県大垣市】
・・まちなかテラスについて
【岐阜県高山市】
・・飛騨高山にぎわい交流館「大政」について

環境水道委員会

実施日　令和 5年 10月 24日（火）～26日（木）

視察場所・視察項目
【東京都八王子市】
・・地球温暖化対策について
【栃木県宇都宮市】
・・脱炭素先行地域の取組について
【宮城県富谷市】
・・�低炭素水素サプライチェーン実証実験及び
　追加実証設備について
【栃木県佐野市】
・�・�水処理センターにおける再生可能エネルギー
　発電事業について

豊田市における視察の様子

佐野市における視察の様子

大垣市における視察の様子

宇都宮市における視察の様子
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経済建設委員会

実施日　令和 5年 10月 10日（火）～12日（木）

視察場所・視察項目
【愛知県豊田市】
・・ウォーカブル推進都市について
【滋賀県長浜市】
・・湖の辺のまち長浜未来ビジョンについて
【岐阜県大垣市】
・・まちなかテラスについて
【岐阜県高山市】
・・飛騨高山にぎわい交流館「大政」について

環境水道委員会

実施日　令和 5年 10月 24日（火）～26日（木）

視察場所・視察項目
【東京都八王子市】
・・地球温暖化対策について
【栃木県宇都宮市】
・・脱炭素先行地域の取組について
【宮城県富谷市】
・・�低炭素水素サプライチェーン実証実験及び
　追加実証設備について
【栃木県佐野市】
・�・�水処理センターにおける再生可能エネルギー
　発電事業について

豊田市における視察の様子

佐野市における視察の様子

大垣市における視察の様子

宇都宮市における視察の様子

15 甲府市議会だより220号

天津司舞（てんづしのまい）を知っていますか？
　天津司舞は、甲府市小瀬町にある天津司神社に古くから伝わる日本最古の人形芝居のひとつと評され
ていて、国の重要無形民俗文化財の「第 1号」に指定されています。
　人形を使った “傀儡（くぐつ）田楽” と呼ばれる舞は日本にたった一つしかないと言われています。
　お祭りの起源は分かっていませんが、「昔、小瀬地区一帯が沼地だった頃、天から降りてきた十二柱の
神様が舞楽を奏したが、その後二神は天に昇り、一神は西油川の古井戸に没してしまい、残った九柱の神々
を小瀬村の氏神である諏訪神社の社殿にお迎えして祀った」との伝承があり、“五穀豊穣と健康” を願い、現在も「天津司の
舞保存会」で舞継がれています。
　お祭りの当日は、小瀬町の天津司神社から下鍛冶屋町の鈴宮諏訪神社までの御成道（おなりみち）を赤布で顔を覆った九体の
神像がお御幸します。
　鈴宮諏訪神社に着くと赤布が取られた人形が御船囲（おふねがこい）の中で笛と太鼓の囃子に合わせ舞い踊り、烏帽子姿の御鹿

島（おかしま）様が厄除や招福のお守りとされる九本の木製の小太刀を観客へと投げ、クライマックスを迎
えます。
　毎年、県内外からたくさんの方が見に来られますが、意外と市民の方には知られていません。昨年は
国立劇場でも舞が披露されました。今年は 4月 7日（日）開催予定（雨天中止）となっています。
　たくさんの市民の皆様に、甲府市が誇る伝統文化を見に来ていただけたら嬉しいです。　

広聴広報委員　村松　裕美

コラ
ム 日本に一つしかない舞！ 天津司舞

15 甲府市議会だより220号
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広聴広報委員会
委員長：兵道顕司　副委員長：小澤　浩
委　員：末木咲子　川崎　靖　鷹野弘貴　中嶌　寿　深沢健吾　橘田大洋　堀とめほ　清水一成　木内直子　村松裕美

請願・陳情等の提出期限のお知らせ
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
このことに伴い、審査までに日数が必要となりますことから、原則として定例会開会日の 4開庁日前までに
ご提出をお願いします。

※令和 6年 3月定例会審査分の提出期限：2月 21日（水）まで

議会日誌

3月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
2/26 27 28 29 3/1 2 3

本会議
（開会） 休会 休会

4 5 6 7 8 9 10
本会議

（市政一般質問） 常任委員会

11 12 13 14 15 16 17
休会 本会議 予算特別委員会

18 19 20 21 22 23 24
予算特別委員会 予算特別

委員会 休会

25 26 27 28 29 30 31
本会議
（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
今回の企画ページでは、甲府市立図書館のちびちびひろばを取材させていただいた記事を掲載いたしました。
本市には、日頃から本市の発展のために力を注いでくださっているボランティアの方々が大勢いらっしゃい
ます。陰の大功労者の皆様に心より敬意を表し、これからも折あるごとに紹介させていただきながら、力を合
わせて持続可能な甲府市を目指してまいりたいと思います。� 広聴広報委員　堀とめほ

10月10日（火）� 経済建設委員会行政視察
10月11日（水）� 総務委員会行政視察
10月12日（木）�
10月13日（金）�
10月16日（月）� 正副委員長会議
10月18日（水）� 民生文教委員会行政視察
　　～
10月20日（金）�
10月24日（火）� 環境水道委員会行政視察
　　～
10月26日（木）�
10月30日（月）� 広聴広報委員会
11月 2日（木）� 議会運営委員会
11月 7日（火）� 広聴広報委員会（広報部会）
� �市民と議会の交流会（山梨英和中学校・�

高等学校生徒、山梨大学学生）
11月16日（木）� 経済建設委員会
11月17日（金）� 民生文教委員会
11月21日（火）� 会派代表者会議
11月22日（水）� 広聴広報委員会（広聴部会）
11月24日（金）� 環境水道委員会
11月27日（月）� 総務委員会、会派代表者会議

11月28日（火）� 市民と議会の交流会（甲府商店街連盟）
11月30日（木）� 議会運営委員会
12月 5日（火）� �12月定例会開会、本会議（提案理由の説明、

各常任委員会付託）、総務・民生文教委員会、
本会議（民生文教委員長報告、採決）、広
聴広報委員会、広聴広報委員会（広報部会）

12月 8日（金）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
12月11日（月）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
12月12日（火）� �本会議（質疑及び市政一般質問、各常任

委員会付託）、総務・民生文教・経済建設
委員会

12月13日（水）� �経済建設・総務・民生文教委員会連合審
査会、常任委員会（総務・民生文教）

12月14日（木）� 常任委員会（経済建設・環境水道）
12月18日（月）� �環境水道委員会、議会運営委員会、本会議

（各常任委員長報告、討論、採決、提案理
由の説明、各常任委員会付託）、総務・民
生文教・経済建設委員会、本会議（各常任
委員長報告、討論、採決）、12月定例会閉会、
広聴広報委員会

12月25日（月）� 正副委員長会議
12月27日（水）� 広聴広報委員会

甲府市議会だより220号 16

議会日誌9月定例会の予定編集後記
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